
危険ポイント

クレーン運転席から見た死角

● キャビンのフレームはオペレータ
の視角を遮断する

● 吊作業のみならず、クレーン本
体移動時においても接触事故の原

左側 正面 右側

上側
● 吊作業のみならず、クレーン本
体移動時においても接触事故の原
因と考えられる

● 操縦装置及び本体はオペレータ
の視角を遮断する

　　　　　　　　　　　　　　　クレーン災害防止対策

　当現場では、クレーン災害の防止を重点安全管理事項と
して取り上げて、警報装置を導入すると共に、クレーン作業
の３・３・３運動の実地訓練を定期的に行い、作業員の安全

の視角を遮断する

● 吊作業の際、接触事故等の恐
れが考えられる

下側

の３・３・３運動の実地訓練を定期的に行い、作業員の安全
意識の向上およびクレーン災害の撲滅を図る

【３・３・３運動とは】
　　・３：地切り３０cm上げる
　　・３：３秒停止
　　・３：３m離れる


